各部品のお手入れ 

•お手入れの際の各部品の取外し-取付けは参照ページをご覧ください。 


エアフィルター 




約1力巧 
に一度 


I 水洗いするか、掃除機で 
ホコ U を吸い取る。 

I 巧れのひどいとさは、液 
体中性洗剤を溶かした 
めるま湯で洗い、曰陰 
でよく乾かす。 



約2遲間 
に一度 


光触媒空清フィルター 


^ B 



約6力月 
に一度 

(3 年程度を 
目安に交觀 


I 掃除機でホコリを吸い 
取る。 

I 巧れのひどいとさは、め 
るま湯または水で ] 〇〜 
1已分つけおさ洗いする。 


•つィルターはこすり洗いしないでく 
ださい。 

•つけおきする場合は、フィルター 
を梓から出さないでください。 
♦つけおさ後は、軽く水切りをし、 
曰陰でよく乾かしてください。 
•水切りの際はフイルターをしぼ 
らないでください。 


吸込グリル 

illlW 


やわ b かい巧でか b ぶさ 
する。 



都度 



I 水を含ませたやわらかい 
布で軽くふく。 

(液体中性洗剤喊外は使 
用しないでください。） 

I 水洗いをした場合は、水 
気をよくみさ取り、日陰 
で乾かず。 


■ 4 ぴ C じ(上のお湯、ベンジン、ガソ 
U ン、シンナーなどの揮発性のを 
の、みがき粉、タワシなどのかた 
いものは使用しないでください。 


U モコン 


回 

0OQ 


都度 


I やわらかい巧でからぶさ 
する。 


1 ! 








































お手入れをずる 


|»| 




い '' 

:;:::::::沿沿::::が娩こ::::: ㈱ :::.:.:か.:.:.文::.•-•::::が:.;.:.:く.: ㈱㈱ ::::;::鮮: ㈱㈱ ::微 

^:み:ぶ ^^^^鏡. ;:論黨艦鐵盛:;:^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^離 難議嶺进鐵 


爪注意 

•お手入れの前には必ず運転を停止し、ブレーカーを切ってください。 

•お手入れの際は丈夫で安定している台を使用し、足元に十分を意してください。 
•吸込グ U ルび落ちないように両手でしっかりと持ちなびら作業してください。 
•吸込グ U ルは確実に取り付け b れていることを確認してください。 

•室内ユニットの金属部に手を觸れないでください。けがの原因になります。 


半間幅巧入れ下(上)設置の場合 


フイルター部の取がし 


;;吸込グリルを開ける。 

•吸込グ U ルの両側をつまみます。 
•軽く持ち上げ、手前に引さます。 



エアフィルターを巧りかす。 

•エアフィルターの両側ツマ S 部を持ちます。 
•軽く持ち上げ、手前に引さます。 





が軸巧空清フイルター（別売品 &) を 
取 0 外ず。 

•つィ J レター枠のツマミを持ち、固定部 （ 4力所）より外します。 

※光触媒空清つィルターは別売品のため付属されていません。 
ご入用の場合は別途お買い巧めください。 



t 臘脚 Elk 

巧れたまま使用すると、冷房-暖房能力び低下し電気のムダ使いになります。 
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フイルター部の取付け 




エアフイルターと 

吸込グリルを取り付ける。 


•吸込グ U ルのガイドにエアつィルターのくぼみ部をはめ込みます。 
•ツメび「カチッ」と音びするまで押し込みます。 


薩 iiBL _ 

エアつィルターは、ち側（本体表示部側）に寄せて入れてください。 


ツメ‘① I 


エアフィルター 
吸込グ U ル 


ジメ 



一間幅押入れ下(上)設置の場合 


フィルター部の巧かし 

ミ：吸込グリルを開けて、 

エアフィルターを取りかす。 

•吸込グ U ルの両端を持ち、手前に引いて 
開けます。 

•エアフィルターをつかみ、引さ出します。 


エアフイルター 




吸込グ IJ ル 



エアフイルター 
取付板 


(下設置の場合) 


吸込グ U ル 


エアフイルター 







n/ 


グI」ル支え 

エアフイルター 
取付板 


(上設置の場合) 


フィルター部の取付け 


エアフィルターををとどお0 
取り付けて、吸込グリルを閉じる 


•エアフィルターをエアつィルター取付板にはめ込みまず。 
•吸込グ U ルを閉じます。 







お手入れをずる 


天井埋込カセツトビルトイン設置の場合 


フィルター部の取がし 


吸込グリルを開ける。 

•吸込グ U ルにあるツメを外し （1 枚に2力所)、 
吸込グ U ルをゆっくり開けます。 



吸込グ I 」ル （2 枚） 





エアフイルターを巧りかす。 


• 左ち2力所のレバーを回転させてエアつイルターを 
取り外します。 

•エアつイルターの落下にごミ主意ください。 



回転する 



化触媒空清フィルター（別売品 &) を 
取りかす。 


•ツメ （4 力所）をイ呆護網より取り外します。 

※光離媒空清フィルターは別売品のため付属されていません, 
ご入用の場合は別途お買いホめください。 



フイルター部の敢巧け 


I が触媒空清フィルター(別売品）を 
^取0がける。 


エアフィルターを取り付ける。 


•左ち2力所のレバーを回転させてエアつィルターを 
取り付けます。 

•エアつィルターの落下にごを意ください。 
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118込グリルの取かし 

•吸込グ U ルを外して掃除びでさます。 

吸込グリルを少し開ける。 



® をグ y ルの取巧け 



光触媒空清フイルターの交換 


•フィルター枠のツメ （4 力所）から外し、新しいフィルターと取り替えます。 
• ご使用済みのつィ J レターは燃えるコ'ミとして処分してください。 

(材質：ポ U プ□ピレン/紙） 

詳しくはお住まいの地域のゴミ分別方法にしたびってください。 


ジメ 



* 黑1料处 _ 

■光触媒空清フィルターは定期的にお掃除していたださ、 
下記の場合は交換をおすすめします。 

•素材び紙のため、お掃除時につぶれたりした場合。 

• 長期間のご使用で巧れびひどくなった場合。 

(交換は、3年程度び目安です。） 

国光触媒空清つィルターを初回お申し込みされる場合は、「砕 
付」をご指定ください。 


口 1 

ロロ を 1 

1 品 番 

光触媒空清つィルター(枠付） 2 枚組 

KAF 968 B 41 

光軸媒空清フィルター(枠なし） 2 枚組 

KAF 9 己肥 42 


■光舰媒空清フィルターは、お買い上げの販売店またはダイ 
キンお客様ご相談窓□にお申し込みください。：、 

驚 0120 - 88 - 1081 タキ]タクトセタ- 

非逼巧設定のちは、最初にをダイヤルしていたださ、 

発信ま号の通な]をお願いしております。 


■巧れたまま使用すると 
■脱臭効果び得られません。 

•:令房-暖房能力び落ちます。 

•空気清ミき効果び得られません。 

•ニオイびお生することびあります。 
























































故障かな？と思ったら 


«エアコン をな護するためです。 
約3分間お待ちください。 


♦「風量自動」にすると、室内 ユニッ トの中にこもったイヤな ニ オイを抑えてか 
5、風を送り出す「ニオイないス」機能び働をます。約40秒お待ちください。 


• ブレーカーまたはヒューズび切れていませんかつ 
* 停電ではありませんか？ 

• U モコンの電池は入っていますか？ 


* ブレーカーでいったん電源を切り、 U モコンで再度運転してください。 
それでち運転ランプび点滅する場合は、エラーコードをご確認のうえ、お 
買い上げの販売店またはダイキンお客様ご相談窓□にご連絡ください。 
(プレーカーを切ってください。） ：；；：；；’:，、； 


運転しない 

【運乾ランプが消えている】 


運転しない 

【運乾ランプが点滅】 


* 電圧び急に大をく変動した場合、製品保護のため、停止ずることびあります。 
約3分後自動的に運転を再開します。 

«屋外温度び低いとさに暖房運転すると、室外熱交換器に霜び付さ暖房能力 
びお下しまず。このよラなとさ、霜取り運転のため、暖房運転び停止し、 
風も止まります。 

この霜取り運転 （ 3〜1□分間）び終わると自動的に暖房運転を再開します。 


«入タイマーを予約ずると、その時刻にリモコンの設定温度となるよラに、 
最長約1時間前か b 運転を始めます。この間に U モコンを操作（「運転/停 
止」ボタンを除く）ずると、停止するようになっています。 U モコンで再度 
運転してください。 


* 室内 ユニッ トや室が ユニッ トの吸込□、吹出□をふさいでいませんか？ 
運転を停止し、ブレーカーを切ってから障害物を取り除き、 U モコンで巧 
度運転してください。 

それでも運転ランフが点滅ずる場合は、エラーコードをご確認のうえ、お 買 
い上げの販売店またはダイキンお客様ごホ目談窓□にご連絡ください。 

(フレーカーを切ってください。） 


運転を停止してずぐに 
再運転したとき 


運転モードを変更したとき 


除湿-;令房運乾をしたとき 


途中で運乾び止まる 
【運乾ランプび点滅】 


途中で運転び止まる 
【運乾ランプは点な】 


途中で運転が止まる 
【入タイマー運転中】 


修理のご依頼やお問い合わせの前に、 
それでもまだ異常があるときは、 


政下の内客を確認してください。 


にご相談ください。 


このよラなとさに 


説明•調べるところ 


故障ではあ〇ません お調べください 


故障ではありません お調べください 


運怒が比ま 


理叛しな 
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I 風量設定は適切でずか？ 

「しずか」「舰など弱い風量設定に 
なっていませんか？ 
a 量設定を上げてください。 


•運転モードは適切でずか？ 

をやしたいとさ：除湿-:令房運転 
暖めたいとさ：暖房運転 

I 風向調節は適切でずか？ """"" — 

フラッフ(上下風向調節羽根)と 
J レーバー (左ち風向調節羽根)を 
設定したい方向に向けてください。 



... せ破。翻 C _]|迅巧〕 


• 設定温度は適切でずか？ 

:令やしたいとき；設定温度を下げる 
暖めたいとさ；設定温度を上げる 


■暖房運転のとさ 

•エアコンを暖めています。]〜4分間お待ちください。 

•屋外温度び低いとさに暖房運転すると、室が熱交換器に雷び付き暖房能 
力が低下します。このよラなとさ、霜取り運転のため、暖房運転び停止し、 
風わ止まります。 

この雷取り運転 （3 〜1□分間）び終わると自動的に暖房運転を再開します。 

■除湿-を房運旣のとき 

•「風量自動」設定で、除湿-;令房運転すると、室内ユニットにこちった 
ニオイを抑える機能び働くため、すぐに風び出ません。 

約40砂お待ちください。 



お調べください 


故障ではありません 















• 電モ式点灯ち式の堂 I 光な（インノ（ーター堂光灯な 
ど）や、液晶テレビ、プラズマテレビびあるお部 
屋では、信号を受け付けにくい場合びあります。 
このようなときには、お買い上げの贩売店にご相 
談ください。 


• U モコンの切換スイッチの設定を変えていませんか。 
U モコンのみたと電池を取り外し、切換スイッチ 
の設定を変えてください。 

それでもリモコン信号を受信しない場合は、お買 
い上げの販売店またはダイキンお客様ご相談窓 
口にご相談ください。 


• 乾電池び消耗しており誤作動を起こしている可能性びあります。 

すべての電池を同時に新しい単4形アルカ U 乾電池に交換してくださし、 
詳細については、"運転前の準備"をご参照ください。 


*1」モコンで他の電気機器び作動する場合は、電気機器を離すか、お買い上 
げの販売店にご柜談ください。 


切換スイッチ 



リモコン信号を受信しなし、、 
感度が悪い 


表おが薄い、出ない 
表おが勝手に変わる 


化の電気機器が作動ずる 





I お部屋を閉めさって換気扇を使用したとを、エアコン内部から聞こえてく 
る音です。窓を開けるか、換気扇を止めると改善されます。 

気になる場合は、ドレンホース用逆止弁（別売品）を取り付けてください。 
詳しくは、お買い上げの販売店またはダイキンお客様ご相談窓□にご相談 
く ださい。 、，、、；:，、： 


\ ■巧 ! 

に互ご'別 

1 J 

1 

室かユニットか弓水や湯気び出る 

罔 

故 

障 

で 

は 

ち 

D 

ま 

せ 

ん 

■暖房運聞のとき 

■室が ユニッ トに付いた霜を取り除さ、水や湯気 
として出すためです。 、；：：； 

■を房運捉などのとさ ' 

• 室が ユニッ h のをえた配管に水滴び付さ、滴下 胃1111111!!!!11 

するためでず。 

1 室内ユニットか! 5 霧が出る 

•冷房運転などのとを、お部屋の空気び;令風で冷やされて露になるためです。 


r ギュッ」、 r ギギッ」という音 


運転中*停止中に r カチッ」 
といラ音 


水の流れるよラな音 


r プシュ ー 」とい5音 


I r ピシッ」という青 


故 

障 

で 

は 

ち 

じ 

ま 

せ 

A. 


I 運転開始時および運転停止時にフラッフの位置補正をするときの音です r 


I 冷媒を制御する弁や、電気部品が作動する音です。 


I エアコン 内部に冷媒び流れている音です。 


I エアコン内部の冷媒の流れび切り換わるとさの音です。 


I 温度変化でエアコンびわずかに伸び縮みするとをの音です C 


故障かな？と思ったら 


このよラなと走に 


説明•調べるところ 


室かユニットから r パキパキッ」 
といラ音 


I 室外 ユニッ トに付いた水が凍るとさの音です r 


故慎ではありませんお調べください故障ではありません 


客がする 
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運輯条件 


I ち表の条件政外で運転を続けると、 
安全装置び働き、運転び停止する 
場合びあります。 

また、除湿-冷房運転の場合は室 
内ユニットに露び付き、滴下する 
場合びあります。 


屋外温度 ] 8で〜43で屋か温度21で〜43で屋外温度一1ぴ仁〜24で 
室内温度18で〜32で室内温度21で〜32で室内温度27で似下 
室内湿度80%政下 室内湿度80%な下 


♦調湿換気ユニットと連動運転中には、エアコンび停止中でも、換気ランプ 
(緑）が点灯して、風び出ます。 

(換気と空調のダクトを巧用しているためです。） 

•運転中、本体内部に手を入れて（触れて）いませんか？ 

手を入れると（触れると）、静電気などの影響で誤作動する場合びあります 
ので本体内部には手を入れないでください。 

• 雷や無線などにより誤作動する場合びありまず。 

誤作動した場合は、ブレーカーでいったん電源を切り、 U モコンで再度運 
扇してください。 


運乾停止中に室内ユニットか！5 
風が出る 


運範中、急に動きがおかしくなる 


■運おを停止した直後 

•製品保護のため約1分間は室外ユニットのフアンび回ります。 

•お部屋の条件、在室人数、屋外温度によってはご希望の湿度にな5ない場 
合びあります。温度調節をあめに設定してください。 


運範停止中に室かユニットの 
フアンび回る 


除湿運乾しているのに 
湿度び下び弓ない 


* 除湿運転に変更した場合、一時的に湿度び上がることびあり、またニオイ 
び発生する場合びあります。 

«室内ユニッ h にしみついたお部屋のニオイなどを吹さ出すためです。 

(室内 ユニッ トの洗浄をおすすめします。お買い上げの販売店またはダイキン 
お客様ご相談窓□にごネ目談ください。） 


エアコンか日イヤなニオイがする 



運乾ランプと 

タイマーランプび点滅ずる 

故 

障 

お;;;^お 

は 

お 

0 

學 議^; 苗^; 

な 

ん 

•パワーセレクト「入」のとさ LU モコンの信号を受信すると、運転フンプと 
タイマーランフび点滅します。 

運転を開始すると、運転ランフび 
しばらく点滅して点なずる 

お 

調 

ベ 

< 

♦エラーコードをご確認のうえ、お買い上げの販売店またはダイキンお客様 
ご相談窓□にご連絡ください。 ：：：.：,：、；’,：：：：:： 

(ブレーカーを切ってください。） 

表示ランプが暗い 

だ 

さ 

い 

♦パワーセレクト「入」になっていませんか？ 
r 切」にしてください。 



故障ではありません お調べください 


故障ではありません 
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運転ランプび点滅ずるとき 


運転ランプび点滅するときは、ブレーカーを切り、約1分後もう一度電源を入れ、運転を巧って 
<ださい。 

•それでも運転ランプび点滅するときは、じ(下の手順にしたびってエラーコードを確認し、巧応を行ってください。 



U モコンをエアコン本体に向けて 

耳又ぐ与 

こ!を約5抄間巧す。 


冷房 


U モコンをエアコン本体に向けたまま 

:,、：： 取消 

，を連続で巧して r ピ ー と 
鳴つたと去のエラーコードを確認し、 
下表の操作と巧応を巧つて < だをい。 

•該当するエラーコードの左]ケタび一致したとき、「ピピッ；^」 
と鳴ります。 

取消 

• ['''''''''''' !を約已秒間巧すか、しばらくすると通常表示に戻ります。 


エラーコードと確認內容 


運転を停止し、エアフィルターの掃除をしてください。 


E 7 

室外 ユニッ トのつ アンに 
棒などの異物び 
入っていませんか？ 


ブレーカーを 切ってか 6、 異物を取り除き、を ラー 度、 
電源を入れて運転して<ださい。 


車などで 

室が ユニッ トの吹出□を 
ふさいでいませんか？ 


その他の エラーコー ド、または 
エラー コードび確認でさなかった場' 
















































